
2025年度の活動報告
日本語教師養成・研修推進拠点整備事業
中部ブロック 南山大学
上田崇仁



 現職者向け研修会の開催

 教員養成課程指導者・養成課程在籍者向け勉強会の開催

 上記を含む一般の方向けの講演会・シンポジウムの開催

 参加者に対するアンケートからの調査

 日本語学校、地域日本語教室の訪問と意見交換

 他の日本語教育関連事業との情報交換及び連携

今年度の主な活動



❶ 教師のスキルアップ
❷ 養成段階での学びを深める
❸ 養成指導者の学びを深める
❹ 日本に滞在する外国人の多様性を知る
❺ 地域の外国人支援者・団体と日本語教師のサポートを考える

この地域の外国人、またその周辺で活動をしている人たちと日本語教育とを結びつける。
養成段階における視野の広さは、教員自身の視野を広げる。

今年度の事業展開の背景



2023
（講演会）事業スタート

（ネットワークの構築）協議会の初期メンバー集め

2024
（講演会・研修会）愛知県立大学とコラボ

ジェンダーと日本語教育

（講演会）夜間中学校を語る会とコラボ

（講演会）外国人と防災、日本語教育

（調査）日本語学校への調査（金沢大学と共同）

（ネットワークの構築）地域日本語教室の見学（3か所）

今年度の事業展開

2025
（研修会）
（講演会・研修会）
（研修会）
（講演会・シンポジウム）

（勉強会）

（ネットワークの構築）
（ネットワークの構築）
（ネットワークの構築）

（調査活動）

日本語教育の参照枠ワークショップ
年少者への日本語教育 実践交流会
JOPTワークショップ
ろう者と日本語教育

より一歩進んで学ぶ日本語教育勉強会＆交流会 〜必須の50項目を
取り上げて
「日本語教育史」、「第二言語習得」
地域日本語教室の見学（6か所）日本語学校への広報（3か所）
協議会のメンバー拡大
一般社団法人 国際パートナーシップセンター（認定日本語教育機
関活用推進事業 連携モデル構築実施団体）との連携（勉強会へ
のオブザーバー参加：産業界との連携を模索）
参加者からのアンケート分析



連絡協議会の開催

2025年5月1日

オンライン

新メンバーの紹介

2024年度の活動報告

評価報告

事業予定についての説明・承認

情報共有方法の改善策

など

2025年9月3日

オンライン

新メンバーの紹介

来年度の事業案募集

下半期の事業予定についての確認

今年度の調査及びその結果の利用
について

来年度の事業に向けての講師等予
備交渉



連絡協議会構成機関（五十音順）

 I.C.NAGOYA
 愛知県立大学 日本語教育課程
 ECC日本語学院名古屋校
 金沢大学（拠点校）
 セントラルジャパン日本語学校
 NPO法人 多文化共生リソースセンター東海
 TLS袋井
 南山大学（拠点校）
 一般社団法人 HORIZOPIC
 学校法人静岡理工科大学 浜松日本語学院
 株式会社 link design lab

 愛知教育大学
 愛知夜間中学を語る会
 EPA看護師介護福祉士ネットワーク
 NPO法人 子どもの国
 一般社団法人 DIVE.tv
 CHEERS
 名古屋市教育委員会
 日本福祉大学
 （公財）浜松国際交流協会（HICE）
 みつぼし日本語学校



個別 紹 介

ねらい 参加者 概要 参加者の声



日本語教育の参照枠ワークショップ
【ねらい】
●「日本語教育の参照枠」を活用した授業づくりのプロセスを体験し、授業活動を自ら考
えることができるようになる
● さまざまな機関の日本語教育関係者との協働的活動を通し、「日本語教育の参照枠」を
活用した授業についてともに考えられる継続性のある関係作りをめざす

【参加者】88名

【内容】
① 学習者の課題について考える ② 学習活動の概略について考える
③ 評価と学習活動を具体化する ④ 研修をふりかえる

【参加者の声】
-モジュールボックスをいただき、その上でグループワークを行うことで 1 人では思いつか
なかったことを皆さんと協働することで、明日からまた新鮮な気持ちで学習者と向き合え
そうです。

-実際に授業づくりを体験できたこと。他の方とたくさん交流ができ、皆さんがどんなこと
を考えているかわかった

-今回の研修をきっかけに、日本語教育の参照枠、CEFR を勉強でき、また、研修を受講し、
知識もっと深めていこうと思いました。



アンケート結果

本ブロックにおける研修会や勉強会では、地域に
おけるネットワークづくりを意識した活動を展開
している。
約75％の方が新たなネットワークづくりに寄与で
きているという回答があり、実際に、グループを
作って勉強会を開催したというコメントもあった。
また、アンケート時に寄せられた質問に対しては、
講師の方からの回答をHPに掲載した。



年少者への日本語教育 実践交流会
【ねらい】
●年少者の日本語教育・支援にかかわっている
人たちが相互に実践を紹介しあい、学びあう機
会を提供する● 実践事例から学び、今後の連携、
共同の学びを通して子供たちの多様性を生かし
た指導に結びつけていく。

【参加者】20名（見学2名）

【内容】
① 実践事例紹介 ② 実践交流 ③ ふりかえり

【参加者の声】
-以前、学芸大学に研修に行きましたが、愛知県にも研修場所を作ってくださって有難
うございました。
-取り組み報告も、実践交流もとても有意義でした。特に、本校は、こどもの国で育て
ていただいた子どもたちが入学してくる小学校なので、幼児教育の重要性と取り組み
の実際を知る機会が得られたことは、とても大きな収穫でした。実践交流では、私が
グループでご一緒させていただいた参加者のみなさんが日本語指導の分野で経験豊富
な方たちばかりだったこともあり、学びが大きかったです。



アンケート結果

本ブロックにおける研修会や勉強会では、地域におけるネットワークづくりを意識した活動を展開している。
この実践持ち寄り交流会では、実践事例を持ち寄って意見交換し、相互のかかわりを強めていくことを意識し
た。参加者の内訳をみると、学校の教員・日本語指導担当者が最も多く、次いで日本語教師が多かった。また
参加者アンケートからは、大学教員のシンポジウムを期待していた声もあり、今後検討していきたい。
また、日本語指導者の実践の共有が非常に有用であることも再認識できた。学校の教員養成段階でも積極的に
情報を流していくべきであろうということは、大学における教員養成を担う今回の関係者で共通して意識して
いるものであった。



「年少者：実践交流会」参加者からの希望

1. 日本の在留外国人施策

2. 同順位
1. 多文化共生（地域社会における共生）
2. 習得過程（第一言語・第二言語）
3. 日本語教師の資質・能力
4. 日本語教育プログラムの理解と実践
5. 教授法
6. 日本語教育とICT



JOPTセミナー
【ねらい】
●JOPTの概要を学び、実際の場面から評価を
体験し、そこからのフィードバックを得ること
から学びを深める。
● 活用事例から、自らの実践活動へのつなが
りを考える。

【参加者】51名

【内容】
① JOPTの概要説明 ② 評価体験 ③ 実践事例 ④ 質疑応答

【参加者の声】
-JOPT実践例でお聞きした中で学習者の意欲に変化が見られたというのが印象に残っています。
また勤務校でスピーチテストの評価をすることがありますが、自分の採点が周りの先生方に比べ
て甘いということがわかったのも思わぬ収穫でした。
-JOPTの評価を行うことでどういった試験かがよくわかりましたし、また実際の活用例を聞いて、
使ってみたいと思いました。
-評価というと、悪いところを探していましたが、今日の研修を受けて考えを改めました。正しい
日本語に固執していたと気づきました。



アンケート結果

本ブロックにおける研修会や勉強会では、地域におけるネットワークづくりを意識した活動を展開している。
このJOPTのセミナーでは参加者が概要を聞いた後で実際に自分たちで評価活動を体験するという活動時に、ほ
かの参加者と意見交換をする時間があったことから、学びを深めることができていた。またACTFL-OPIのテス
ター資格を持つ方たちからの概要説明は、説得力もあり、いい機会となった。さらに、実践者の報告からは、
参加者それぞれが自分たちの評価活動を振り返るきっかけとなったと思われる。
アンケートの詳細は、本ブロック事業HPで公開している。



「JOPTセミナー」参加者からの希望

1. 評価法

2. 日本在留外国人施策

3. 教授法

4. 日本語教師の資質・能力

5. 同順位
1. コースデザイン
2. 教材分析・作成



ろう者と日本語教育
【ねらい】
●手話、日本語といった複数の言語が交差する中で生きる外国人聾者、難聴派の語りを通して言葉
について考える。
● 当事者、教育関係者、行政、地域の取り組みを聞き、多様な視点から日本語教育が果たす役割と
これからの在り方を考える。

【参加者】68名
【内容】
① 当事者の語り ② 基調講演 ③話題提供 ④パネルディスカッション

【参加者の声】
-障害者施設に勤め、日本語教室ボランティアに
も関わっています。外国人だけでなく、聴覚障
害者にとっての日本語教育の重要性を考えさせ
られました。福村さんの日本語のパワーを弱め
るという実践の中での気づきは、ハッとさせら
れるものがありました。言語のマイノリティや
アンデンティ等について改めていろいろな視点
から考える機会になりました。
-ことばの多様性で初めてろうの方からの視点で
考えるシンポジウムに参加することができまし
た。その視点でもこれから日本語教育を考えて
みるきっかけになりました。



アンケート結果

この企画では、ろう者と日本語教育を扱った企画として、本ブロックの視点を十分に反映できたものと考える。
養成段階を指導するものも、養成課程で学ぶものも、それぞれの学習者の特性を意識することは少ない。ある
としても、それは母語のことであったり、文化的な摩擦のことに終始することが多いかと考える。
参加者からも、ろう者と日本語教育との関連の話を聞くのは初めてという声があった一方で、パネルディス
カッションでのパネリストの話のつながりがわかりにくかったという指摘もあった。
アンケートの詳細は、本ブロック事業HPで公開している。



「ことばの多様性 共に生きる社会」参加者からの希望

1. 多文化共生（地域における共生）

2. 異文化コミュニケーション

3. 同順位
1. 日本の在留外国人施策
2. 多文化・多言語主義

4. 同順位
1. 世界と日本の日本語教育事情
2. 異文化需要・適応

5. 同順位
1. 言語政策
2. 日本語の試験
3. 言語政策と「ことば」
4. 言語運用能力
5. 社会文化能力
6. 異文化調整能力



より一歩進んで学ぶ日本語教育勉強会＆交流会
 〜必須の50項目を取り上げて

今、通っている養成
講座、○○の分野の
話は100分あるよ。

へえ、うちの養成講座は、
50分授業の中で触れられ
ただけだったな。面白
かったからもっと勉強し

たいな。

友達の大学は
○○って授業とし
てあるみたいだけ
ど、うちの大学は

90分の中で1回触れ
られただけ。

養成講座・大学での
講義で50項目の扱い
は軽重がある。

「もっと学びたい」
「もっと知りたい」
は、養成者側にも、
養成講座受講者にも

ある。

じゃ、
やってみよう
「現職教員」
「行政関係者」
「大学教員」

「支援団体」etc



日本語教育勉強会＆交流会 〜必須の50項目を取り上げて
より一歩進んで学ぶ

「日本語教育史」

【参加者の声】
-貴重な資料を惜しみもなく見せていただきありがとうご
ざいました。実際に古い教本を手に取ると、時代や場所を
超えて言語学習者と繋がったような気持ちがして感動しま
した。

-養成課程では暗記科目になりがちな日本語教育史の内容
を、実際に手に取って見ることができたのがとてもよかっ
たです。資料もたくさんありがとうございました。 欲を
言えば、もう少し言語教育が戦時中どう使われたのかなど、
日本語教師が日本語教育史を勉強する意義について触れて
も良かったもしれないと思いました。



「日本語教育史」勉強会参加者からの希望

1. 日本の在留外国人施策

2. 同順位
1. 多文化・多言語主義
2. 日本語教育とICT
3. 著作権

3. 同順位
1. 言語政策
2. 学習ストラテジー
3. 評価法



日本語教育勉強会＆交流会 〜必須の50項目を取り上げて
より一歩進んで学ぶ

「第二言語習得」
【参加者の声】
-先生のお話がユーモアもあり、と
てもわかりやすく、あっという間に
時間が過ぎていきました。特にデー
タの見方や新理論が興味深かったで
す。L2学習者が勇気づけられる内容
でした。
-初心者が学ぶ日本語教師養成講座では触れないところを学ぶことがで
でき、差別化ができていて満足でした。

-短い時間で、端的に講義頂け、臨界期の仮説の意味に気づくことがで
きました。今後成人の学習者に対して希望を持って臨めると思います。

-第二言語習得（特に年齢との関係）に関して、長年抱いてきたモヤモ
ヤが晴れました。パトリシア・クールのTEDの映像の誤った理解が正
せたことも良かったです。引用し、励まし（脅し？）てきた年少の学
習者に申し訳なく思っています。



「第二言語習得」勉強会参加者からの希望

1. 日本語教育とICT

2. 評価法

3. 同順位
1. 日本語教師の資質・能力
2. 教授法

4. 同順位
1. 日本の在留外国人施策
2. 社会言語学
3. 学習ストラテジー
4. 異文化間教育
5. 日本語教育のための意味体系
6. 日本語教育のための語用論的規範



この地域を理解した日本語教師の養成

外国人を雇
用する企業

外国人を支
える行政・
諸団体

大学や日本
語学校の養
成課程

よりよい共生社会、
よりよい日本語教育

それを目指す すべての
活動をつなぎたい

国や地方公共団体、企業、民間の
実施している様々な事業を

相互に理解し、連携を図りたい

この事業が様々な団体とコラボして相互の活動を周知、理解、そして活用されるように。

地域の様々な団体とつながるために
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